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 要 旨   

 

米国では、12 歳以上の女性がアルコール消費者の中で最も急速に増加しており、過去 10 年間

で、12ヶ月間のアルコール使用量は 16％増加し、12ヶ月間のハイリスク飲酒（すなわち、1日

に 3 杯以上、および/または 1 週間に 7 杯以上）は 58％増加しています。アルコール使用とリ

スク飲酒の増加は、女性にとって特有な深刻な結果をもたらします。女性は男性よりもアルコ

ール関連の問題やアルコール使用障害（AUD）への進行が早く、妊娠している場合、胎児をアル

コールにさらす可能性があります。スクリーニング、簡易介入、専門治療への紹介（SBIRT）は、

様々な保健・社会サービスの場で女性の危険なアルコール使用を特定し対処するために用いら

れる、エビデンスに基づく統合的な公衆衛生アプローチです。この論文では、12歳以上の女性、

妊娠可能な年齢の女性、高齢の女性における SBIRTの現状を紹介します。スクリーニング方法、

簡易介入、およびすべての年齢の女性に特有の実施上の問題点が説明されています。このレビ

ューを通じて、医療提供者は、医療現場に現れるあらゆる年齢の女性のリスク飲酒の予防と治

療のためのベストな方策を決定することができます。 

 
 


